
「
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
」
と
し
て
の
日
本
の
桜 

在
英
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・ 

ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家 

阿
部
菜
穂
子 

 

 

桜
の
季
節
が
め
ぐ
っ
て
き
た
。 

 

第

64

回
日
本
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
・
ク
ラ
ブ
賞
を
頂
い

た
著
書
『
チ
ェ
リ
ー
・
イ
ン
グ
ラ
ム―

―
日
本
の
桜
を

救
っ
た
イ
ギ
リ
ス
人
』
（
２
０
１
６
年
、
岩
波
書
店
）

は
桜
に
関
す
る
物
語
だ
っ
た
。

20

世
紀
に
日
本
の
桜

の
虜
に
な
り
、
イ
ギ
リ
ス
や
欧
州
諸
国
に
桜
を
紹
介
し

た
イ
ギ
リ
ス
人
園
芸
家
、
コ
リ
ン
グ
ウ
ッ
ド
・
イ
ン
グ

ラ
ム
の
業
績
を
ま
と
め
た
本
で
あ
る
。
出
版
以
来
、
私

は
桜
と
長
く
、
深
く
関
係
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

 

私
は
イ
ギ
リ
ス
在
住
で
、
そ
の
後
２
０
１
９
年
に
ロ

ン
ド
ン
で
本
書
の
英
語
版
を
ペ
ン
ギ
ン
社
か
ら
刊
行
し

た
。
そ
れ
が
思
い
の
ほ
か
好
評
で
、
ド
イ
ツ
語
、
ス
ペ

イ
ン
語
、
イ
タ
リ
ア
語
な
ど
に
翻
訳
さ
れ
た
。 

 

目
を
見
張
っ
た
の
は
、
本
の
出
版
と
と
も
に
、
各
地

で
桜
の
植
樹
が
広
が
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
国

内
だ
け
で
も
、
た
と
え
ば
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
付

属
樹
木
園
で
数
百
本
の
桜
を
植
樹
す
る
企
画
が
持
ち
上

が
り
、
現
在
進
行
中
で
あ
る
。
ま
た
、
東
部
サ
フ
ォ
ー

ク
州
に
住
む
桜
愛
好
家
の
貴
族
が
、
所
有
す
る
土
地
に

「
桜
公
園
」
を
作
る
計
画
を
立
て
、
植
樹
を
始
め
た
。

ほ
か
に
も
由
緒
あ
る
庭
園
な
ど
で
多
く
の
桜
植
樹
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
進
ん
で
い
る
。 

 

そ
し
て
、
著
者
の
私
は
、
植
樹
式
や
桜
に
関
係
し
た

イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
る
た
び
に
呼
ば
れ
、
チ
ェ
リ

ー
・
イ
ン
グ
ラ
ム
や
日
本
の
桜
の
歴
史
に
つ
い
て
話
す

こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
春
も
、
イ
ギ
リ
ス
国
内
や
ベ
ル

ギ
ー
、
オ
ラ
ン
ダ
な
ど
で
講
演
し
た
。
欧
州
の
人
々
の

桜
へ
の
関
心
は
、
驚
く
ほ
ど
高
い
。 

 

そ
の
後
、
２
０
２
４
年
に
ロ
ン
ド
ン
で
、
や
は
り
ペ

ン
ギ
ン
社
か
ら
新
著
『T

h
e M

artyr an
d

 th
e R

ed
 

K
im

o
n

o

』
を
刊
行
す
る
に
至
っ
た
が
、
こ
の
本
で
も

ま
た
、
桜
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
同
書
は

第
二
次
世
界
大
戦
中
に
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
収
容
所
で

他
人
の
身
代
り
と
な
っ
て
亡
く
な
っ
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
人

の
マ
キ
シ
ミ
リ
ア
ノ
・
コ
ル
ベ
神
父
と
、
神
父
の
行
為

に
深
く
影
響
さ
れ
、
生
涯
平
和
を
追
求
し
た
２
人
の
日

本
人
（
一
人
は
長
崎
原
爆
の
生
存
者
で
修
道
士
だ
っ
た

小
崎
登
明
さ
ん
ー
故
人―

、
も
う
一
人
は
北
海
道
の
桜

守
、
浅
利
政
俊
さ
ん
ー
現
在

95

歳―

）
の
軌
跡
を
た

ど
る
物
語
だ
が
、
日
本
の
桜
が
横
糸
と
な
っ
て
３
人
の

人
生
を
繋
ぐ
。 

 

こ
の
よ
う
に
過
去

10

年
間
、
桜
と
か
か
わ
る
中
で

気
づ
い
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
桜
に
は
友
情
や
愛

情
の
象
徴
と
し
て
重
要
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
運
び
、
人
と

人
を
繋
ぐ
力
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
だ
。
人
々
は
桜
を

通
じ
て
日
本
の
文
化
や
歴
史
に
興
味
を
持
っ
て
く
れ
る
。

桜
を
見
に
行
き
た
い
、
も
っ
と
日
本
を
知
り
た
い
、
と

実
際
に
日
本
ま
で
足
を
運
ぶ
人
も
後
を
た
た
な
い
。
彼

ら
は
訪
日
す
る
と
す
っ
か
り
親
日
家
と
な
っ
て
帰
っ
て

く
る
。
桜
は
ま
さ
に
「
親
善
大
使
」
な
の
で
あ
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

私
が
桜
の
話
を
す
る
と
き
、
欧
州
の
人
々
が
と
り
わ

け
関
心
を
持
っ
て
聞
い
て
く
れ
る
箇
所
が
あ
る
。
そ
れ

は
、
「
平
和
の
象
徴
」
と
し
て
の
桜
に
つ
い
て
語
る
と

き
で
あ
る
。
日
本
は
先
の
大
戦
へ
の
反
省
か
ら
戦
後
平

和
国
家
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
、

80

年
間
一
度
も
戦

争
を
せ
ず
に
今
日
ま
で
き
た
。
唯
一
の
被
爆
国
と
し
て



「
非
核
３
原
則
」
を
守
り
、
平
和
憲
法
も
保
持
す
る
。 

 

新
著
に
登
場
す
る
浅
利
政
俊
さ
ん
は
戦
後
、
１
１
６

種
類
の
新
種
の
桜
（
総
称
し
て
「
松
前
桜
」
と
呼
ば
れ

る
）
を
創
作
し
た
育
種
家
と
し
て
知
ら
れ
る
が
、

50

年
以
上
に
わ
た
り
、
「
平
和
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
を
世
界

に
発
信
し
続
け
て
い
る
。
浅
利
さ
ん
は
大
戦
中
の
日
本

軍
の
行
為
の
償
い
の
意
を
込
め
、
和
解
と
友
好
関
係
を

築
く
こ
と
を
目
的
に
、
諸
外
国
に
自
身
の
桜
を
無
償
で

贈
り
続
け
て
き
た
の
で
あ
る
。
「
日
本
は
二
度
と
戦
争

を
し
な
い
」
と
の
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
込
め
て
。
他
の

二
人
の
主
人
公
、
コ
ル
ベ
神
父
と
小
崎
登
明
さ
ん
も
人

類
の
「
共
存
と
和
解
」
を
求
め
、
「
平
和
」
を
訴
え
た
。

３
人
は
互
い
の
面
識
は
な
か
っ
た
が
、
浅
利
さ
ん
の
桜

が

40

年
前
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
へ
渡
り
、
３
人
の
平
和
へ

の
願
い
を
収
斂
さ
せ
て
今
も
咲
き
続
け
て
い
る
の
で
あ

る
。 

 

講
演
会
で
こ
の
よ
う
な
話
を
す
る
と
、
多
く
の
人
々

が
共
感
し
て
く
れ
る
。
大
国
の
横
暴
や
争
い
ご
と
が
絶

え
な
い
現
在
の
世
界
情
勢
の
中
で
「
桜
は
平
和
と
協
調

の
大
切
さ
を
教
え
て
く
れ
る
」
と
の
感
想
も
寄
せ
ら
れ

る
。 

 

 

日
本
で
は
、
２
月
の
衆
院
選
で
自
民
党
が
歴
史
的
な

勝
利
を
収
め
た
。
高
市
首
相
の
掲
げ
る
政
策
に
は
、
こ

れ
ま
で
の
平
和
国
家
の
基
盤
を
揺
る
が
す
も
の
が
い
く

つ
も
含
ま
れ
て
い
る
。
日
本
は
今
、
重
大
な
岐
路
に
あ

る
。
私
は
、
日
本
の
強
み
は
軍
事
大
国
に
な
る
こ
と
で

は
な
く
、
「
戦
争
を
し
な
い
国
」
と
し
て
、
平
和
と
共

存
を
願
う
他
の
国
々
と
協
調
し
て
い
く
こ
と
に
こ
そ
、

あ
る
と
思
う
。
桜
は
、
日
本
が
掲
げ
て
き
た
平
和
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
運
ぶ
、
重
要
な
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
で
あ
る
。

平
和
国
家
と
し
て
の
日
本
の
立
ち
位
置
を
堂
々
と
世
界

に
主
張
し
、
連
帯
を
呼
び
か
け
る
こ
と
が
大
切
な
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

 

私
は
現
在
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
浅
利
政
俊
さ
ん
の
松
前

桜
を
贈
る
企
画
を
、
在
英
日
本
人
や
ワ
ル
シ
ャ
ワ
在
住

日
本
人
と
連
携
し
て
進
め
て
い
る
。
一
刻
も
早
く
戦
争

が
終
わ
り
、
平
和
な
日
々
が
戻
る
こ
と
を
祈
り
な
が
ら
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
人
た
ち
は
、
桜
を
受
け
取
る
こ
と
を
心

待
ち
に
し
て
く
れ
て
い
る
。
戦
禍
に
苦
し
む
人
々
に
希

望
を
運
ぶ
、
こ
の
よ
う
な
支
援
に
も
重
要
な
意
味
が
あ

る
と
思
っ
て
い
る
。 

 


